
1 目的
義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や学

習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，学
校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況等の改善等に役立てる。さらに，そ
のような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

2 調査期日　　

平成３１年４月１８日（木）

3 調査対象　　

　小学校　第６学年（国語，算数，児童質問紙）

　中学校　第３学年（国語，数学，生徒質問紙）

4 本校の参加状況

　①　国語　　３７人

　②　算数　　３７人

5 留意事項
(1) 本調査は，対象となる学年が限られており,実施教科が国語，算数の２教科のみである

ことや，必ずしも学習指導要領全体を網羅するものでないことなどから，本調査の結果
については，児童が身に付けるべき学力の特定の一部分であることに留意することが必
要となる。

(2) 　本校の傾向等を分かりやすく示すために分類・区分別の平均正答率などを公表した。

(3) 平均正答率の数値は調査結果のすべてを表すものではないため，「本年度の状況」，
「今後の指導の重点」などの分析を併せて記載した。

令和元年 ９月 １２日

【調査の概要】

　家庭や地域から「信頼される学校」であるためには，学校の状況や児童の実態を保護者や地域の
方々に十分御理解いただく必要があり，その上で，家庭や地域と一体となって児童を育てることが大
切であると考えています。
　こうした考えから，平成３１年度「全国学力・学習状況調査」における本校児童の学力や学習状況
の概要について，以下のとおり公表します。
　また，調査結果は，学習指導の工夫・改善に役立てることが大切ですので，調査結果の分析，指導
の改善策などを併せて掲載します。

 

平成３１年度「全国学力・学習状況調査」の結果概要について

宇都宮市立海道小学校



宇都宮市立海道小学校第６学年【国語】分類・区分別正答率

★本年度の国，市と本校の状況

【国語】

本校 市 国

65.8 71.8 72.3

54.1 58.0 54.5

81.1 83.3 81.7

57.3 50.0 53.5

57.7 58.7 57.6

65.8 71.8 72.3

54.1 58.0 54.5

81.1 83.3 81.7

57.3 50.0 53.5

★指導の工夫と改善 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

本年度

伝統的な言語文化
と国語の特質
に関する事項

　平均正答率は，57.3％で，全国平均53.5％と同程
度となっている。
○「漢字を文の中で正しく使うこと」は，３問中２問が
全国平均を大きく上回る。ことわざの意味を理解し
て，自分の表現とすることは全国平均と同程度と
なっている。

・既習事項の漢字や文章の構成については，日記の中で
具体的に使用したり，家庭学習等で復習したりするなど，
個人差に応じて丁寧に指導していく。
・日常生活の中でことわざを使っていく。

分類 区分

読む能力

書くこと

   伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

　平均正答率は，54.1％で，全国平均54.5％と同程
度となっている。
○「目的や意図に応じ，自分の考えの理由を明確に
して書くこと」が全国平均を6.3ポイント上回る。また，
情報を相手に分かりやすく伝えるための記述の工夫
についても，全国平均と同程度となっている。
●図表やグラフなどを用いた目的を捉えることに課
題が見られる。

・各教科でのまとめや発表の際に，図表やグラフの効果的
な使い方を考えたり，目的に合った図表やグラフを選んだ
りすることを指導していくようにする。
・日記や作文，随筆，投書等の書く活動の中で，意見と理
由を区別して，自分の考えを書く指導を継続して行ってい
く。さらに，投書を実際に投稿するなど，書く楽しさを味わ
せる。
・問われたことや条件に対して，要点をとらえて，正しく書
けるように指導していく。

読むこと

　平均正答率は，81.1％で，全国平均を81.7％に対し
同程度になっている。
○目的に応じ，文章の内容を的確に押さえ，自分の
考えを明確にしながら読む設問では，目的に応じた
内容を書くことができていた。
●文章全体を既観して効果的に読むことに課題があ
る。

・国語の授業において，文章の構成を意識的に考えさせ
たり，書かれている内容に注目させたりしながら，内容を
的確に押さえることができるようにする。
・問われていることが文章の中にあることに着目させ，文
章に基づいて記述したり，選択したりする練習を積んでい
く。

話すこと・
聞くこと

　平均正答率は，65.8％で，全国平均を6.5ポイント
下回る。
〇「目的に応じて質問を工夫すること」は，全国平均
と同程度となっている。
●話し手の意図を捉えながら話を聞き，自分の理解
を確認するために質問したり，考えをまとめたりする
ことに課題が見られる。

・今後，各教科の授業で，話合い学習を効果的に取り入れ
ていく。その際，漠然と話を聞くのではなく「海道小スタン
ダード」を活用して，話し方・聞き方などの学習方法の徹底
を図り，目的を持った聞き方ができるように指導していく。

分類・区分 本年度の状況 今後の指導の重点

 国語への関心・意欲・態度

読むこと

書くこと

 話すこと・聞くこと

  言語についての知識・理解・技能
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宇都宮市立海道小学校第６学年【算数】分類・区分別正答率

★本年度の国，市と本校の状況

【算数】

本校 市 国

64.1 62.7 63.2

57.7 52.9 52.9

82.4 77.3 76.7

66.8 67.4 68.3

66.2 62.7 62.2

72.3 73.8 73.6

71.6 67.2 70.1

★指導の工夫と改善 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

観
点

分類 区分
本年度

領
域

数と計算

量と測定

図形

数量関係

  算数への関心・意欲・態度

 数学的な考え方

  数量や図形についての技能

  数量や図形についての知識・理解

数と計算

　平均正答率は，64.1％で全国平均より0.9ポイント
上回る。
○減法や除法の計算の仕方についてよく理解し，身
に付いている。
●何倍かに関する問題に課題が見られる。

・何倍かという考え方が単位量当たりの大きさや割合の考
え方に基づいていることを，数直線や図などを活用して確
認し，繰り返し練習する。
・既習の内容の復習を宿題や朝の学習で行い，基礎基本
の確実な定着を図るようにする。
・知識として身に付けたことを活用する力を伸ばすため
に，他の領域や教科と関連させた問題を児童の興味に合
わせて考え，授業で取り上げるようにする。

分類・区分 本年度の状況 今後の指導の重点

数量関係

　平均正答率は，66.8％で全国平均より1.5ポイント
下回る。
●棒グラフの特徴や傾向を読み取ることに課題があ
る。
●単位量当たりの大きさを基にした問題や理由や説
明を記述する問題に課題がある。

・新聞などを利用し，様々なグラフを読み取る活動を取り
入れる。読み取ったことをグループ活動で，共有し合うなど
の学び合いを通して，いろいろな見方と表現の仕方がある
ことに気付かせる。
・状況に応じて最適なグラフを選択できるように，それぞれ
のグラフの特徴を理解させる。
・単位量当たりの大きさに関連する事項については，それ
が単位量当たりの大きさの考え方に基づいているというこ
とを，数直線や図などを活用して確認するようにし，繰り返
し練習させる。

量と測定

　平均正答率は，57.7％で全国平均より4.8ポイント
上回る。
●知識を活用する問題や理由や説明を記述する問
題に課題がある。
●数式と図形の求積を結び付ける問題に課題があ
る。

・授業の中で，理由や説明を友達同士で発表し合うなど，
学び合いを通して考えを深め広げた後に，それを記述する
機会を増やしていく。
・日常生活の中から問題を作成し，実生活の中で活用でき
るような力を身に付けさせていく。
・学び合いの中で，求積の仕方を深めたり広げたりした上
で，図形と式がどのように結びついているか，様々な見方
から検証していくようにする。

図形

　平均正答率は，82.4％で全国平均より5.7ポイント
上回る。
○図形の構成要素や性質をよく理解し，知識を問う
問題を解くことができている。
●図形の知識を活用して解く問題に課題がある。

・公式を覚える際に，どうしてその数や式が成り立つのか
を，デジタル教科書や模型などを利用して視覚的に指導
することで理解を深める。
・図形を活用する力を伸ばすために，日常生活の中に隠さ
れている図形について取り上げる機会を増やすなどして，
身に付けた知識を実生活の中で深めていく。
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宇都宮市立海道小学校 第６学年 児童質問紙

★傾向と今後の指導上の工夫 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

宇都宮市立海道小学校（第６学年）
学力向上に向けた学校全体での取組

★学校全体で，重点を置いて取り組んでいること

　算数の「数と計算」「量と計算」「図形」領域におい
て県の平均を上回った。「数量関係」領域の単位量
当たりの大きさを基にした記述式の問題では，課題
が見られた。
　国語では，漢字を文中で正しく使用する問題は，
全国平均を大きく上回ったが，「書くこと」領域で
は，市の平均をやや下回った。

　家庭学習への取組 　「家庭学習の手引き」を活用し，計画的
に学習に取り組むよう働きかけをするとと
もに，個別指導により，家庭学習の充実
を図る。

　「家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか」
の質問に肯定的回答をした児童の割合が全国の
割合よりやや上回った。

●「いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか」の質問に肯定的回答をした児童の割合は
97.3％であり，県や全国と同等である。「人が困っているときは，進んで助けていますか」の質問に肯定的回答
をした児童の割合は89.2％であり，県や全国の割合よりもやや低い。道徳の授業や学級活動などを通して，い
じめは絶対にいけないことを指導し続けるとともに，縦割り班活動や各行事など学校生活全体を通して，思い
やりの心を育てていきたい。

●「学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），1日当たりどれくらいの時間，読書をしますか」の質問
では，『全くしない』が29.7％，『１０分より少ない』が16.2％であり，全国の数値よりも高い。「読書は好きですか」
も質問に肯定的回答をした児童の割合は75.6％であり，県や全国の割合と同等であるが，『読書は好きでな
い』と回答した児童の割合は13.5％であり，県や全国の割合より高い。また，新聞を読んでいる児童も8.1％にと
どまった。学級文庫を充実させるとともに，読書を通して新しい価値観や世界観に触れる機会が増やせるよう
に丁寧に指導していく。

●「国語の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか」の質問に肯定的回答をした
児童の割合は94.6％であり，県や国の割合より10ポイント以上上回る。日常生活を基に課題を設定したり，学
習したことがどのように生活で生かせるかを示したりした成果だと思われる。しかし，「国語の勉強は好きです
か」の質問に肯定的回答をした児童の割合は59.4％であり，県や全国の割合を下回る。児童の興味関心を引
き付ける教材開発をしたり，めあてを明確にした分かる授業を展開したりして，児童の実態に応じて指導の工
夫をしていく。

○「朝食を毎日食べていますか」の質問に肯定的回答をした児童の割合は91.9％，「毎日，同じくらいの時刻に
寝ていますか」「毎日，同じくらいの時刻に起きていますか」の質問に肯定的回答をした児童の割合も，県や全
国の割合よりも上回っており，家庭での指導のもと，規則正しく生活をしていることがわかる。今後も家庭と情
報を共有し，安定した生活習慣を継続していく。

○「自分には良いところがあると思いますか」の質問に肯定的回答をした児童の割合が89.1％であり，県や全
国の割合よりも高い。「先生はあなたの良いところを認めてくれていると思いますか」の質問に対しても89.1％の
児童が肯定的回答をしており，学校や家庭で褒められたり，友達に認められたりすることで，学校生活におい
ても安心感や自信をもって生活していることがわかる。今後とも担任と児童，児童と児童との望ましい人間関係
を育てながら，児童の自己肯定感を高めていけるような指導を行っていく。

○「家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか」の質問に肯定的回答をした児童の割合が75.6％であり，県
や全国の割合よりやや上回る。これからも，家庭と連携して，家庭学習の重要性や自分で学習計画を立てて学
習する有効性について伝えていく必要がある。また児童自身に適した方法で学習していけるように，具体的な
方法を伝えていきたい。

○「算数の勉強は好きですか」の質問に肯定的回答をした児童の割合は83.89％であり，県や全国の割合より
も10ポイント以上上回る。学校全体で算数科の研究に取り組んだ成果が表れた。今後も，児童が自ら問いをも
ち，進んで課題解決に取り組めるように活動を工夫したり，共同的学び合いを充実させたりして，数学的な見方
や考え方を深め，広げていく。

重点的な取組 取組の具体的な内容 取組に関わる調査結果

　定着を図るための学習活
動の充実

　単元及び授業の導入の場などで，前学
年までの内容を復習する機会を設定した
り，視聴覚教材を活用し進んで学習に取
り組むような学習活動を工夫したりするこ
とにより，定着を図る。



★学校全体で，今後新たに重点を置いて取り組むこと
調査結果等に見られた課題 重点的な取組 取組の具体的な内容

　国語「書くこと」の領域において，全国
の平均よりは高いが，54.1ポイントと低い
傾向にある。算数「数量関係」の領域に
おいて，グラフを読み取ったり，理由や説
明を記述したりする問題に課題が見られ
る。

　自分の考えを分かりやす
く表現する（書く・説明する）
力を育成するための学習
活動の工夫

　授業において，新聞などを利用し，グラフ等から
様々な情報を読み取って説明したり，グループ活
動などで考えを共有し合ったりする活動を通して，
表現力の育成を図る。
　また，家庭学習等で視写活動を取り入れたり，日
記や作文，随筆，投書等の書く活動の中で，意見と
理由を区別して自分の考えを書く指導を継続して
行ったりしていく。さらに，投書を実際に投稿するな
どの活動に広げ，書く楽しさを味わせる。


